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区Il 浄水薬注制御アルゴリズム

環境･王;ガ災関係では､従火の経験枝イ和的製品から科学托祢川場望■指に脱塩

しつつあり,終椎グ)ユニー1ク乙･推称f開発が遂行された｡

まず浄水薬注システムで,原水アルカリ度,凝集剤注入後のアルカ

リ性及び凝一災水pHの∴つを指標とLた薬江刺御システムを開発L,従来の

ノノJい二比′ヾ凝集剤注入率を20%低i戒できることを実一証した｡従来,単なる

テレメータシステムであったi■寸川水門汚濁監視システムや一人1ミ汚染監視シ

ステムで,収集テ■一夕グ)統計解析処理技術が導入された｡

ビルrリノ災の+二百計である火ジミ時の蝶の挙動角牛析に,:宅内気流を天井巾近傍

の熱1i流.とJ末面近傍の乍乞〈7充の2層構成と考えた煉伝禍笠シ ミュレータを間

ヲ己し,ビルの危険J要語断や防災設備の導入に役_､ンニてた｡)また,身障右触祉

他設では過瑞のl;ガ災設備ではすこ十分であり,マイクロコンピュータをさ与人

したユニークな避難誘導システムを開発した｡

fた二物1斗学の総†ナ的アプローチの一千f貨としての人工生物環境装置として,

′家畜代謝実験装置や実験用小動物今様】尭調節装置が新たに開発された｡ま

たL_一句J祭的に脚光を汁‡ぴつつあるバイオハザード(微1二物災苫)対策として,

超満作能フィルタを紙用した`左仝キャビネットが完成した｡

コンビュ【タのハ【ドゥェア何の無人化防言壁設備として､l;力災､‡;ガ犯_1二

の監視システムを開発L/こ｡安全に対する社会的二Mズの高圭りの中で,

/午後,三宅要の竹刀ロが期待される｡

廃棄物の処理設備は,吊エネルギー｢,石質i原の_､ンニ場から,柁々の改良が

加えられた｡すなjっち､土こ二.i子ぞき了原研究所向けの終椎研究所廃水処理設備は,

放流水音亨をi満足させるとともにイオン交換ブ去による再利用化を阿っており､

また北越製紙株土〔会社Ir小ナ製紙スラッジ焼ムロ設備では,肋燃料をイこ要化し,

かつ排熱回収をlヅトプた行エネルギーシステムであるr〕汁L用件ク)あるごみ焼

却炉(日マニラデイケーータ)も,ごみ質の燃焼特性の把梶と解析を過して,燃

料消費呈を30～50%削減することができた｡パルプ黒液回収ボイラに設置

される電気集塵装置は､99.5%の高効率で排ガス小のソーダ分を回収して

いる｡下水汚泥処理用の汚i尼脱水If】クラインフィルタも処理容量の呵大に

こたえ,人形化,高効率化を凶った｡
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環境設備
省資源形浄水薬注制弓卸システム

の開発

近年,上水道が広士或化･大規模化す

るなかで省資源･省力形の浄水薬注制

御書支術が強く望まれている｡

日立製作所は,原水のアルカリ度,

i疑集別注人後のアルカリ度及び凝集水

pHの∴つを指標とした省資源形薬注制

御システム(区=)を開発した｡この新

方式は､3指標をもとにJ京水へのアル

カリ注人量を制御して,水質をi疑集剥

が有効に働く領域(有効凝集領J或)内に

維持した後,凝集剤を注入するもので

ある｡モデルプラントによる実験で,

i疑集剤注入率が従来の経験モデル式に

よる制御方式に比べ20%低i成できるこ

と,沈殿池出口の処理水の濁度を常に

2ppm以下に維持できることを確かめた｡

動物用環境調節装置の開発

動物用環境調節装置は,環境と動物

との関係を解明する研究,動物の生三塁･

生産機能を解明する研究,あるいは医

薬品,化粧品,食品などの安全性検定

に使用される実験動物の飼育などのた

めに必要である｡動物用環〕尭調節装置

の-一つとして,家畜代謝実験一装置と実

験用小動物舎環境調節装置を開発した

(表1)｡家畜代謝実験装置は,ノ家畜の

栄養素要求量に関する研究及び飼料の

利用効率に関する研究のために使用す

る｡コンピュータシステムを〕導入し,



表l 動物用環境調節装置の実施例

l,;豪畜代言射実験装置(農林水産省畜産言先験場納め)

実写奏室名 収容豪富
温 湿 度 条 件 照 明 条 件

制御方式 温度 ぐC) 湿度 (%) 肘+御 方式 光強度(lx)

大家畜用呼弓及･

代謝高温実∈検室
牛 6頭 i畠イ直制御 15〔一35±l 30--80± 7 プロクーラム言箕定 消燈---500

中表畜用呼り及･

1て言射高温実写検査

綿羊･やぎ

6豆頁
i畠イ直制御 15､-35土l 30､80上 7 フpロクーラム言安定 消燈----500

中家畜用呼吸･

代言射低温実験室

綿羊･やぎ

6頭
i昌イ直制御 -

5
--25±l

35-‾--80土 7 70ロクーラム言支定 消沈賢一′-500

中家畜用代謝

実質粂室
月家 8亘頁 定一直制御 151-25⊥l 35-一一80士 7 フ○ロクナラム言安定 消燈-､500

主な納入横着暮

=)ノ令凍横‥-･･

(2)冷却塔=･‥

(3)熱交換器…･

(4)空気調和器･

(5)家畜飼葦装置(代謝試験装置･呼吸試験装置など)･

(6)ディジタル調節計システム(HIDIC O8E)･

2.実琴乗用小動物舎環境言周節装置

基
基
基
台
式
式

4
2

2

4
一
一

(7)ミニコンピュータシステム(HIDIC

(8)蒸気発生器=･-･

(9);夜体式除湿機…‥

(l功呼気力′ス分析装置･

(ll)遠隔観察装置=･･･

式
基
台
台
式

一
.
2
+
て
一

E
‥

∩)

‥

00

･

重 名 1収 容 動 物 温度 ぐC) ラ五度 (%) 空 気)育 三争 度

動物飼育室 ラット 384匹/窒×4室 23±l 55土 5 クラス】0.000へ100′00(〕

主な納入ヰ幾器

(りプ令凍機･-･･-

(2)プ令去口塔…･-

(3)熟交]奥器…･

(4)空気調和暑旨･

基
基
基
台

(5)全熱交換器‥… ‥l基

(6)脱臭装置=‥･ =l基

(7)HEPAフィルタユニット… ･-9台

(8)自動制御機器･-･･･ ‥…一式

図4 新潟県大気汚染監視テレメ

ータシステム(データ処理系)

注:略語説明 HEPA(High巨†ficiency Particulate Air)

重曹 曹

轟
β くや

刊

､タ

琵
心'/㌧

区】2 クラス1ⅠⅠ安全

キャビネット

実験管理(飼養管理,環]竜管理,データ

管理など)や保守が容易で,信畑作･

一女全件に優れている｡

実験川小動物含環境調節装帯は,部

屋全体を無塵･無菌に†米ち,更にi且汚己

便利御を行なうことができるバイオク

リーンル【ムであり,i市浄度を■ヂ引空に

保持する構造となっている｡

バイオ′ヽザード対策用安全キャ

ビネットの開発

最近,医療界や医薬品工業では危険

な微生物を取r)扱う実験が多くなって

いる｡特に国際伝染病や遺伝子組替え

の分野では,実験によるバイオハザー

ド(生物災害)が大きな問題になってい

る｡安全キャビネットはバイオハザー

ド対策用の封じ込め装置であり,規格

上3種類に分類される｡今般実用上利

用範囲の広いクラスⅠⅠ(前面開放形),

及びクラスⅠⅠⅠ(密閉形)の安全キャビネ

､ソトを開発した｡クラスⅠⅠⅠ安全キャビ

ネット(図2)は密閉構造のキャビネッ

ト内で実験を行なうもので,グローブ

を介して行なう｡給排気系統ともに

HEPAフィルタ(超高件能フィルタ)が

装着されておF)HEPAフィルタで無菌

にされた空気をキャビネット内に送り,

キャビネット内をi青浄化するとともに

排気も無菌化し,最高危険度の病J辰菌

(ラソサウイルス,マールブグウイルス

など)の実験が行なえる装置である｡我

が国で最初の装置を出際伝染病対策用

として,東京都_､工荏J京病院に納入した｡

新形環境監視システム

(1)大阪心水質常時監視テレメータシ

ステムの完成

昭不‖53年6月の｢水質汚濁防_LL二法+

改止による水質総量規制実施に伴い,

水質汚濁監予見システムの必要件が高ま

I)つつあるが,臼_､上製作所はその節1

号システムを大阪市へ納入した(図3)｡

本システムは,水質汚濁監視に必要な

機能を十分に果たすため,(a)負荷量演

算装置接続用テレメータ子局装置の採

用,(b)水質データの統計解析処f里の導

入など新たな技術を駆使している｡本シ

ステムの概略構成は,(i)テレメータ装

置:ディジタルポ【リ ング式,200ビ､ソ

ト/秒,(ii)データ処理装置:HITAC

20,40k語,(iiD 周辺装置:磁気ディス

ク(4.9M語,1子り,磁気テーープ装置

(2デッキ),ラインプリンタ,CRT

装置,その他である｡

(2)新潟県大気汚染監視テレメータシ

ステムの完成

白子fT体での環境汚主た監視テレメ【タ

ンステムは,導入の目的がデ【タの収

集,表示という初期段ド皆のものから近

年は収集データの統計解析処三哩に_重∴‡

を置し､たもグ)になりつつある｡

新i克う県に納入したテレメータデ】タ

〔u揃W…椚じ血

図3 大阪市水質常時監視システム

(中央監視局)

l一一ll
トト伴いト暮tt一

芦l′

㌦臼一…叩日㌫

処理システム(′図41は,収集系と各椎

の統計解析処玉里をミニコンピュータで

実行しており,二の櫨のシステムとし

ては画期的なもグ〕である｡

主な特長は,(i)データ収集系ミニコ

ンビュー¶タが二重化されている｡(ii)処

理系ミニコンピュータによI)月報,年

報,相関分析,拡散モデル,公共水士或

水質デーータなどを処理する｡主な構成は,

ミニコンビュー一夕:32k語2子i,80k語

1子丁,耳滋気ディ スク262k語2台,49M

語3f†枚びその他である｡

壬先波石升究センター廃水処王里装置

の完成

建設餌ヱ従波研一先学関都‾1

ら′受注Lた通商床某省_‾｢紫技術院IH試

験所の筑波半｢貢1都市不多転に伴う三社波研

究センターA地区(公て年額き原研究所)の

公1i手処+畔地設丙処f半場が完成した｡

公1‡子賛花餅究所での各柿研乍妃から排

.LIlされる序巨水は,卑金属顆を含む-･般

研究廃水,′実験冷却水廃水及び特殊研

究廃水(別途集｢†1処‡里)である｡--▲般研

究廃水は,接触酸化,シアン反応,砂

≠戸過,括件炭峨石,水銀キレート及び

重金属キレートにより処理し,更に放

手荒水質をj満足させるとともに,省資源

の立場からイオン交換により処理して

再利用する装置を設けている｡また実

験冷却水†亮水も冷却塔,砂iii過塔を通

して再利用している｡

本装置の運転管理は,処理水質をモ

ニタリングして行なわれる｡実験冷却

水廃水処理装置の外観を図5に示す｡
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図8 省エネルギー形｢日立ラジケ一夕+

ち義

図5 実験冷却水廃水処理装置

図6;充動層式焼却設備の全景

…充動層式製紙スラッジ焼却設備

の完成

このたび,北越製紙株∫じ会社勝川1二

場納めの汚泥焼却設伯を1こ成Lた｡1く

設イ削ま高級白枇紙などの_tL虎_I二木■l三で排

出されるJ薙水の処理j馴一.‡から党′1二する

脱水汚泥を焼却するものであるが,焼

却だけにとどまらず助燃剤ゼロなどの

符エネルギ∽を志向Lた数多くの特土主

をもつシステムである｡また､本設備

の運転の成米は高い.評価を′受けるとと

もに製紙業界から特に†主目を集めてし､

る(図6)｡

主な什様は,能力:80t/勺(含水率73%),

排熱【【斗川文:乾燥機方式などである‖

_巨な特長は次のとおりである｡
(1)炉出【1高プ▲1.Lオ､スで汚泥を【-1燃限界

まで乾燥させ,炉内では助燃料を必要

とせず焼却処f里する彷エネルギーシス

テムである｡

(2)∴次公害はすべて矢巾勺で対策でき

るH_立製作所独得のシステムである｡

沈砂池排除物質処理システムの開発

ド水処理場あるし､は中継ポンプ場か

ら発生するし治の処理システムとLて､

特殊構造の洗浄機とL括専用脱水機ボ

ックス7じレスとを組み合わせた装置を

完成した｡図7は北九州市【_1明下水処

押場に納人Lたもので,市内のポンプ

場から発牛するL迫を一一筒所に集めて

処理するものである｡脱水後の含水や

は40～50%が確実に得られており,別
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図7 沈砂池才非除物質処理システム

図9 黒三夜回収ボイラ用電気集塵装置

遥l-iとJヲ邑Lたし冶軒f=尭よ‖如｢R､ソニP形

ラジケ一夕+と厄接組みfナわせられる

ものである｡

沈砂系統では,排J一十1された砂の洗浄

システムとして多川遥形の横軸撹杵槽

と スクリューコンベヤの組†ナせによる

ダイナウォッシャを完成した｡従米か

J〕もっているサイクロン方J℃とナナわせ

て,あらゅるニーーズに対応できる態勢

ができ_卜がった｡

省エネルギー形ラジケ一夕

了丁油ショ ック以来,1世界の了f油情勢

は窮迫Lており,三特に二拉近ではその確

保すら州雉な兆況である｡【+て丈余端株

式会社のごみ焼却炉｢日立ラジケータ+

は販売以来‾｢‾r六条の実椛をもってきた

が,二のようなエネルギー情勢にかん

がみ,‾‾_次燃焼‾方式のランケ一夕もそ

の作能を維持しながら,二れに対J芯す

るため以下に述べる柁々の改良を山口え

省エネルギー化を阿った｡

その内答は,｢F卜謀ラジケータ+の焼

却過程での燃料消費量の時間的変化

及び神々のごみ質に対する燃焼牛別室を

定量的に把握し,トータルでの排ガス

量を減少さゼる‾方法による燃料消費量

の削減である｡

｢R二､∵ラジケータ+は,燃焼川空去ミと

して下側空乞毛,_L側空気及び‾‾二次燃焼

用バーナアヒ気の三つに分l岐しているが,

二れらを個別に供給することにより,

昇温時の余剰平気を少なく し昇氾時間

を半i成した｡またごみの燃焼過朴三を糾

期燃焼と追加燃焼とに分け,それぞれ

の過柑で,卜部燃焼三三の炉内f止J空によ

る‾卜側空1も量の制御に加え,柁々のご

み常による燃焼柑件にでナわせた卜側丁7た

ち毛量の時間的制御を行なった｡軋二,

これらの制御方i去に伴うドラフトの改

良,空気吹出し方法の改良及び二次燃焼

玉茶樟の縮小なども合わせて行なった｡

二れらの方法により,排ガス量はiF

均30%i成少し,燃料消帝量は従来形に

比較して30～50%の削減が可能となり,

省エネルギ=形ランケー一夕の完成をみ

た(図8)｡

黒i夜回収ボイラ用電気集塵装置

鶴崎パ/レプ株ょじ会社鶴崎1二場の男波

回収ボイラ川に排ガス中のソーダ分を

[白川父することを目的とする電1も集塵装

置を納入し,現ノ在順調に稼動している

(図9)｡

本装置はひずみの少ないう電梅松とク

ランプ式放電杵の採用によI),従米よ

りもぎ右電圧を加え∠安定した運転が可能

となI),99.5%以上の高効率躾頗惟能

を発揮している｡また,従来の黒液山1

収ボイラ用電乞も集塵装置のケMシング

は,ほとんどコンクリ一卜で製皇作され

ており,き要望,腐食によるガスリーク

が起こりやすかった｡今[‖Ⅰ納入したノi正

気集塵装置は,ガスダストの牛引生を十

分考慮の+L,鋼板製ケーシングを採用

L,問題の解決が回られている｡二れ
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(フラッシオーバ後20秒まで)

(フラソシオーバ後40秒まで)
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図12 煙伝搬シミュレーション例

(フラッシオーバ後120秒まで)

(フラッシオーバ後180秒まで)

(フラソシオーバ後300秒まで)

ノブの成一米をもとに六i巧へ2ノ】!壬,仲川へ

1鵜輸J†1している｡

下水汚泥月見水用大形クラインフ

ィルタの完成

クライ ンフィルタは,2校のエント

レスのi戸布の=Jに下水汚泥をf火みロー

ラr川を徐々に椎行させ,汁i布の以㌻ノJに

よリノt締捕ぇ水する形Jじの脱水機である

(図10)t,その構j韮の概略を二大に述べる｡)

(1)‾F水濃縮汚泥に応分イー凝集剤を効

果｢l勺にkI芯させるために,i比√ナトラム

を備えている｡

(2)沖布を通して範力により脱水する

部分がある｡

(3)次にローラに挟み圧縮,勢断によ

り脱水する部分から成っている｡)

(4)完全[二‾i動逆女装置が什鳩している｡

今卜り,有効fJi布帖3m(乃｢:l三l内鼓大言扱

の大形クラインフィルタをラこJ戊L7∴)

その能力は二人に述べるように従米機帥

よ りも大巾副二向_l二しているr)

(1)脱水能力450kg一乾煉市量/h(碓氷

の1.5倍)

(2)脱水ケーキの含水率70～75%(従

来よりも5%向上)

防災

コンピュータ室無人イヒ運転に伴

う監視システム

コンピュータシステムのチ無人化逆転

は,ソフトウェア的に実施可能となっ

+L

総 合 監 視 盤

避難誘導制御装置

(マイクロコンピュータ)

(
誘
導
音
源
制
御
■
)
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(誘導制御)

緊急逢書

Lてくナごさ■し､

室内誘導表示器

通路誘導表示器

(放送音声)

(誘導書)

非常放

送装置

非常口

避難口誘導表示器
(博段出入口取付タイプ)

非常口

避難口誘導表示器
(最終避難口取付タイプ)

注:㊧(スピーカ)団(フラッシャランプ)

図13 身障者福祉施設向け避難誘導システムの構成

ている｡一一ノブ,コンビューータンステム

がハードウエアとLて1卜二′さ;‡'に機能する

ためのi満要素 川.よ況度,堀江,十‖､ド衡

など)ノ之びシステムがt投｢F】:されている

こミミC刊;ん災,帖犯に倒する.浦安某(火災,

地諾三,i方二昌水,熊ノブ;ミイユ人､破壊など)グ)

lノ…:こ税,管fり!はオペレータなどが太地L

てJiり､総†州勺な無人化逆転の′太地を

妨げている｡

無人化運転総ナナ土1喜ここ視システムは,_卜

記のハー1ドゥェア的な諸要素を,′辻知

機能,地軸･て石乍幸l之機能,1朋【之分析機能

などに分け,総でナ聖さここ視類誌(区111)とセン

サの組で干せで知人化運転をホ丁能とする

ものである｡

ピノレ火災時煙伝搬シミュレータ

の開発

ビル火災時の煙仁こ搬シミュレーータを

ト;Hヲ邑した｡ニれは,出火場巾,建物の

開11条什,仙煉_中れ羊控や排煙機の起動･

仲1卜などにんしじた,フロア内の他の均

一叶的,時l抑tリ変動(匡I12)を求めるもの

であり,二の糸〟果から建物の危ド灸J空冷

断や帖災i設備の呼人効果の推三ょが‾叶能

となる｡

従来のモデルが煙とγと1(の1こ乍i比で㌻

を前提としていたのに対し,木シミュ

レータのモデルは,1ミ内1も流を天井佃

付近の熱1〈流とJ木而什近のでモ1(流の2

屑かJ〕イ鵜成されると二号える.〔■､くを:け枇と

する｡このモデルにより,火災納期の

煙が大井にii与って†充れて打〈ニ状況を表

わすことに成カJLた｡

身障者キ苗祉施設向け避難喜寿導シ

ステムの開発

槻召二縦二i享子‾芥や聴′辻抑1iこ‾弟がイ†三餅する

身抑三石▲砧祉他i没では､法令によるt;ん災

.言州毎だけでは火災時の逝雉一流やに州J椎
仰がある｡J弘行の｢i耶〃法_■ 及び｢鯉

築ノ占畔i去+による避雉.湧き尊のための設

備,すなわち非ノ～;川丈う違.没伯,誘ヰ橙,

非′.;;川即りほ･どは組ふナナわされてその憐

f拒を発揮するものである(⊃ しかL,′壬

け手刷に匁1′迂陥′L‡;:のある場でナは,他グ〕

代詐手指によって足りない機能を祁う

必繋がある｡

こう Lたニーズにこたえるため,｢椚

仏法+に:占める避雉.誘噂.没他の考▲えノJ▲

をヲ芭な姜させ,身肺名■川越炸誘や機能を

!真+脱する新Lいシステムをl;H発Lた√}

図13にシステムの偶J戊を示す｡システ

ムの工作徴とLては,身陀弟のj批難誘や

をいっそう効米l′t勺に実地するため,1け

味な誘噂表ホ昔三‡を伯えている止にある.コ

このJ秀〕導表示一汁詩は,日動火災報匁1,あ

るいは煙感与‖汁三吉からの火災イi言ぢ･が′乏†.子

されると,i畦難.凍土引州卸装荷(マイク

ロコンビューータシステム)によって制

御される｡大別して,1ミ1勺誘噂ノミホ撚,

通路J湧j尊表ホ音詩､避雉11誘J洋表′Jモー詩ニ‡の

3和があり,特殊.iか軌ヤあるいはて古モーてt｢

表ホ燈及び占秀導けこJ光によって,祝′と-よあ

るいは聴′辻搾二.王子一芥に捌きかける｡また,

火災の進展によって附1;貨1ミなどが怖ブイノ

染された域でナ,他ノノのl椚f貨1ミに.湧ヰす

るなどの.湧J尊ん-1rりのrliり制もイj二なわれるノ.
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